
学位授与番号：甲1109号

氏 名：中野優子

学位の種類：博士（医学）

学位授与日付：令和1年6月26日

学位論文名：

Depressionandanxietyinpetownersaneradiagnosisofcancerintheirpets:

across-sectionalstudyinJapan.

（犬､猫が悪性腫瘍と診断された際の飼い主の抑うつ状態および不安：日本にお

ける横断研究）

学位論文審査委員長：教授矢野真吾

学位論文審査委員：教授岩楯公晴教授忽滑谷和孝



論文要旨

氏名 中野優子 指導教授名 松島雅人

主論文

Depressionandanxietyinpetownersaheradiagnosisofcancerintheirpets

:across-sectionalstudyinJapan

伏､猫力悪幽重瘍と診断された際の飼い主の抑うつ状態および不安：日本における横断暁剤

YukoNakano,MasatoMatsushima,AzusaNakamori,JunshiroHiroma,

EjiMatsuo,HidetakaWakabayashi,ShuheiYbshida,Hirokolchikawa,Makoto

Kaneko,RiekoMutai,YbshifUmiSugiyama,ErikoYbshida,TbtsuyaKobayashi

BMJOpen､2019Febl9;9(2):e024512.doi:10.1136/bmjopen-2018-024512.

要旨

【背景】

日本で洞少子離令化やtu淵諭億人…少という制当葡搬{肋中電犬獅ま伴ｲ鬮物すなわち

獅三員として扱オオしるようになってきた｡近年､獣聯域での識厳術の向_上によって多く耐て、

猫ま悪阻園募こよって死亡するb犬獅穏糊轆と診断さｵ1へ告知を受けた飼い勅'上溌随顛不明で

あるが､人のがん患者蝿と同調こ､飼劃詞印うつり態栩唆を聯しているというのが偏兇である◎

【目的】 ：犬､猫が悪性腫瘍と診断された際に飼い主に抑うつ状態や不安が存在するかどう力、ま

た、抑うつ伏態冬珂銭が存在する場合はその予測因子を明らかとする。

【研究デザイン】 ：横断研究

【セッティング】 ：犬、猫の腫瘍専門二次診療施設（日本小動物がんセンター） と一次

診療クリニック2施設（アステール動物病院、みなみ野動物病院）

【参加者】 ：犬、猫が悪性腫瘍であると告知され1～3週間経過した飼い主99名と健康

な犬、猫の飼い主94名

【主要項目の測定】

抑うつ伏態はnleCenW㎡恥idemidogcStudiesD"res副m1ScaleCES-D日本語仮)、可装は

Stam-ThaitAImetylmenmr-FbrmJYZ聞仮glHI)を用いた自言試質問鶏踏にて測定した。

【結果】

悪幽鰯物噸司ﾚ醐勅(ES-D得点は郵各蝋で総しても､鯛物嘘司ﾚ翻羊と上厳して有

意に高かった｡悪幽翻吻の飼ﾚ産では､職のある飼ﾚ帥方がより御抑うつ状誤こなりやすかった。

同調こ､悪幽鯛物噸司い弼海〕燗謝号点は燕各徽で雛しても､鯛i勿の飼ﾚ割羊と上徽

して有罰こ高かつた。動物の予後力憩ｨ場合と卿生自身の特幽咳力塙ﾚ場合に刀勘考動､った°

【結論】

犬、猫が悪性腫瘍と診断された際に一部の飼い主に抑うつ状態や不安が認められた。

職のある飼い主の方がより強い抑うつ状態となり、動物の予後が悪い場合と飼い主自身

の特性不安が高い場合に不安が強かった。家庭医は犬、猫を家族図に含め、犬、猫の健

康状態も考慮すると診療に役立つ可能性がある。



学位論文審査結果の要旨

中野優子氏の学位申請論文は、主論文1編よりなり、主論文のタイトルは、

「DepressionandanxieWmpetownersaferdiagnosisofcancermtheirpets:a

cross･sectionalstudymJapan(犬、猫が悪性腫瘍と診断された際の飼い主の抑う

つ状態および不安)」と題するもので、2019年にBMJOpen誌に発表された。こ

の研究は地域医療プライマリケア医学の松島雅人教授の指導によるものである。以

下に論文審査委員会の結果を報告する。

本申請に対し岩楯公晴教授、忽滑谷和孝教授を審査委員とし、平成31年6月12

日に公開審査会を開催した。

日本では少子高齢化や世帯構成人数の減少という社会構造の変化の中で、犬や猫

などのペットは家族の一員として扱われるようになってきた。近年、獣医療の技術

の向上によって動物は長寿化し、多くの犬や猫は悪性腫瘍によって死亡する。飼い

主とペットの繋がりが強くなるゆえに、ペットが亡くなった時の飼い主の悲観反応

が負の側面として報告されている。そこで、本研究は悪幽重瘍動物の飼い主群と健

康動物の飼い主群の2群に対して自記式質問調査を行い、犬や猫が悪性腫瘍と診断

された際に飼い主に抑うつ状態と不安が存在するかどうか、またその予測因子につ

いて検討した。公開審査会では中野氏の口頭発表後、質疑応答を行った。席上、 1）

今回の調査は高度医療を担う病院で行われているが、特殊な集団を対象とすること

によるバイアスがかかった可能性はないか、2）うつ病の既往や飼い主の

personalityについて検討されているか、 3)動物の年齢によって飼い主の反応に違

いを認める可能性はあるか、4)子供がいる飼い主といない飼い主とで抑うつ反応

に違いがあったか、 5)特性不安は不安になりやすい性格傾向を示すものだが、悪

性腫瘍と診断された時の1回の調査で特性不安の評価は可能か、6)悪性腫瘍患者

に病名を告知した場合、告知してから約2週間で病気を受け入れ、通常反応に回復

することが多いが、飼い主がペットの病気の告知を受けてから2週間前に調査を行

った場合と2週間後に調査を行った場合でCES-Dの点数に差があったか、など多

数の質問と指摘があった。しかし、中野氏はそれぞれに対してご本人の見解に文献

的考察を加えて回答し、活発な議論が交わされた。悪肘重瘍動物の飼い主群は健康

動物の飼い主群と比較して、交絡変数で調整してもCES-Dの点数および状態不安

得点が高い傾向にあった。また職のある飼い主の方が職のない飼い主と比べ、強い

抑うつ状態になることが明らかになった。本研究は、犬や猫が悪性腫瘍との告知を

受けた飼い主の心理状態を調査した初めての報告である。これからの家庭医は犬や

猫を家族図に含め、動物の健康状態も考慮することにより診療に役立つ可能性につ

いて言及した本研究は大変興味深く、また今後の発展が期待できる。この点を評価

し、慎重審議の結果、学位論文として十分価値のあるものと認めた次第である。
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